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条
約
が
発
効
し
、
既
に
１
８
１
カ
国
が
喫

煙
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
か
ら
「
世
界
最
低
の
喫
煙

対
策
」
と
指
摘
さ
れ
て
も
、
一
向
に
改
善

が
見
ら
れ
な
い
現
状
に
、
東
京
都
医
師
会

長
と
し
て
異
議
を
唱
え
た
の
だ
。

　
彼
は
、
日
本
の
遅
れ
た
喫
煙
対
策
を
参

加
者
に
知
ら
し
め
、
少
子
高
齢
者
社
会
で

の
タ
バ
コ
対
策
の
重
要
性
を
説
い
た
。
そ

し
て
、
第
一
弾
と
し
て
、「
子
供
を
受
動

喫
煙
か
ら
守
る
条
例
」
の
制
定
、
第
二
弾

と
し
て
来
年
の
都
議
会
で
「
東
京
都
受
動

喫
煙
防
止
条
例
」
の
上
程
を
掲
げ
た
。
地

域
住
民
の
喫
煙
率
を
下
げ
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
繋つ
な

が
る
こ
と
が
、「
医
師
会
の
責

務
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

感
謝
状
の
贈
呈

　
今
回
の
主
催
は
、「
政
令
市
浜
松
の
健

康
政
策
を
支
援
す
る
会
」
で
あ
る
。
そ
こ

の
名
誉
顧
問
は
、
書
誌
学
者
の
林
望
先
生

で
あ
り
、
新
浜
松
市
歌
の
作
詞
者
で
も
あ

る
。
林
望
名
誉
顧
問
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
記
載
し
た
感
謝
状
を
、
順
天
堂
大
学
医

学
部
同
級
生
の
石
井
廣
重
先
生
が
手
渡
し

た
。

　
尾
﨑
会
長
は
、「
こ
の
よ
う
な
感
謝
状

を
頂
い
て
嬉う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
名
誉
顧
問

の
林
望
さ
ん
は
環
境
を
大
切
に
す
る
方
で

す
の
で
、
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
挨
拶
し

た
。
壇
上
に
は
、
鈴
木
や
す
と
も
浜
松
市

長
、
影
山
剛
士
湖
西
市
長
、
城
内
実
衆
議

院
議
員
の
姿
も
あ
っ
た
。

鈴
木
や
す
と
も
浜
松
市
長
の 

挨
拶
（
驚
異
の
喫
煙
率
10
・
２
％
!!
）

　
浜
松
市
民
の
喫
煙
率
は
10
・
２
％
と
、

既
に
厚
生
労
働
省
目
標
（
２
０
２
２
年

12
・
２
％
）
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ

が
健
康
寿
命
が
長
い
理
由
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
が
、
受
動
喫
煙
暴
露
は
36
・

７
％
で
あ
る
だ
け
に
、
喫
緊
の
課
題
と

い
え
る
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
、
喫
煙
率
の
低

減
に
は
も
っ
て
こ
い
の
チ
ャ
ン
ス
で
、
東

京
都
医
師
会
長
の
尾
﨑
会
長
が
凄
い
勢
い

で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
一
番
遅
れ

て
い
る
の
は
国
会
で
は
な
い
か
。
塩
崎
前

厚
労
大
臣
は
頑
張
っ
て
い
た
が
、
規
制
対

象
を
30
㎡
か
ら
１
５
０
㎡
へ
の
変
更
は
ザ

ル
法
で
し
か
な
い
。
国
会
議
員
の
方
々
に

は
じ
め
に

　
塩
崎
恭
久
前
厚
生
労
働
大
臣
の
更
迭
に

よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
喫
煙
対
策
は
、
時

代
に
逆
行
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
こ
で

開
催
都
市
で
あ
る
東
京
都
の
喫
煙
対
策
の

実
情
を
探
り
、
応
援
・
支
持
す
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
に
伝
え
た
い
世
界

水
準
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
喫
煙
」
で
、
招
し
ょ
う
へ
い聘

し
た
の
は
、
東
京
都
か
ら
尾
﨑
治
夫
医
師

会
長
、
保
健
福
祉
局
・
技
監
の
笹
井
敬
子

先
生
、
東
京
都
医
師
会
タ
バ
コ
対
策
委
員

長
・
村
松
弘
康
先
生
、
産
業
医
科
大
学
か

ら
大
和
浩
教
授
と
、
現
時
点
で
は
ベ
ス
ト

メ
ン
バ
ー
と
自
負
し
て
い
る
。

　
主
催
は
任
意
団
体
「
政
令
市
浜
松
の
健

康
政
策
を
支
援
す
る
会
」
で
、
役
員
は
東

北
か
ら
九
州
ま
で
及
ぶ
健
康
問
題
の
専
門

家
集
団
だ
。こ
う
し
て
政
令
指
定
都
市
中
、

健
康
寿
命
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
浜
松
市
か

ら
全
国
に
向
け
て
情
報
発
信
を
目
論
ん

だ
。尾

﨑
会
長
講
演
に
万
雷
の
拍
手

　
壇
上
の
尾
﨑
治
夫
先
生
（
東
京
都
医
師

会
長
）
の
口
か
ら
、
斬
新
な
「
医
師
会
の

責
務
」
の
言
葉
が
飛
び
出
し
、
聴
衆
は
度

肝
を
抜
か
れ
た
。理
解
し
て
い
る
も
の
の
、

言
う
の
は
憚は

ば
から

れ
る
セ
リ
フ
だ
っ
た
か
ら

だ
。「
医
師
会
の
責
務
」
に
は
、
そ
の
く

ら
い
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
万
雷
の

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
の
も
当
然
だ
っ

た
。

　
鋭
い
眼
光
、
風
貌
に
は
迫
力
さ
え
感
じ

る
が
、
口
を
開
け
ば
温
厚
。
し
か
し
説
得

力
抜
群
で
、
そ
の
姿
に
は
オ
ー
ラ
さ
え
感

じ
る
。
意
欲
的
な
活
動
ぶ
り
は
、
両
論
併

記
の
他
の
医
師
会
長
が
多
い
中
、
は
っ
き

り
と
し
た
ス
タ
ン
ス
を
示
し
て
い
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、
毅き

然ぜ
ん

と
対

峙
し
た
の
は
「
覚
悟
と
決
意
」
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
２
０
０
５
年
に
、
た
ば
こ
規
制
枠
組
み

～
東
京
都
医
師
会
の
挑
戦
～

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
広
域
自
治
体

（
北
海
道
・
宮
城
・
千
葉
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
静
岡
）へ
の
エ
ー
ル

加
藤
一
晴
政
令
市
浜
松
の
健
康
政
策
を
支
援
す
る
会
　
代
表
理
事

感謝状を手に謝辞を述べる尾﨑会長（左）。右
は感謝状を手渡した石井廣重先生。
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Ｏ
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
い
う
れ
っ
き
と

し
た
診
断
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
根
底

に
あ
る
の
は
、

（
１
）
有
害
性
に
関
す
る
認
識
不
足

（
２
）
ニ
コ
チ
ン
の
依
存
性
な
ど
が
理
解

　
　

  

を
阻
害

　
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
は
、
ニ
コ
チ
ン
切

れ
の
薬
理
学
的
依
存
と
心
理
学
的
依
存
の

ふ
た
つ
で
、
雁が
ん
字じ

搦が
ら
め
に
さ
せ
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
、
そ
の
う
え
、
一
生
お
金
を
巻

き
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
70
種
類
以
上
の
発は
つ
が
ん癌

物
質
が
検
出
さ
れ
る

も
の
は
他
に
な
い
。
時
代
的
に
も
「
タ
バ
コ

ぐ
ら
い
は
」
と
言
わ
れ
た
時
も
あ
っ
た
が
、

現
代
で
は
「
タ
バ
コ
だ
け
は
」
に
な
っ
て
い

る
。
体
内
で
は
、
活
性
酸
素
に
よ
り
多
く
の

臓
器
が
障
害
さ
れ
る
。
更
に
ヒ
素
・
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
・
シ
ア
ン
化
合
物
・
ホ
ル

ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
喫
煙
後
の
脳
血
流
シ
ン
チ
で
は
、
低
酸

素
領
域
が
増
加
し
、
日
本
人
の
疾
患
原
因

の
１
位
を
占
め
て
い
る
。
タ
バ
コ
と
ア
ル

コ
ー
ル
の
違
い
だ
が
、
適
量
の
ア
ル
コ
ー

ル
は
血
管
拡
張
症
が
あ
る
が
、
タ
バ
コ
は

歯
１
本
か
ら
血
管
収
縮
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。

　
残
念
な
が
ら
専
売
公
社
と
し
て
国
策
で

販
売
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
開
発
途
上

の
国
々
で
さ
え
も
、
ル
ー
ル
に
則
の
っ
と
っ
て
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
受
動
喫
煙
も
大
変
看

過
で
き
な
い
問
題
で
、
今
後
も
引
き
続
き

伝
え
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
村
松
先
生
は
、
一
見
爽
や
か
で
ソ
フ
ト

な
口
調
だ
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

事
実
を
速
射
砲
の
如
く
語
っ
た
が
、
鬼
気

迫
る
も
の
だ
っ
た
。
冷
静
に
見
て
今
回
の

講
演
で
は
、
い
ち
ば
ん
歯
に
衣
着
せ
ぬ
内

容
だ
っ
た
。

大
和
浩
教
授
が
指
摘
し
た 

加
熱
式
タ
バ
コ
の
欺
瞞
性

　
こ
の
と
こ
ろ
立
て
続
け
に
発
売
さ
れ
た

加
熱
式
タ
バ
コ
（
ア
イ
コ
ス
・
グ
ロ
ー
・

プ
ル
ー
ム
テ
ッ
ク
）
に
つ
い
て
、
各
々
の

デ
ヴ
ァ
イ
ス
解
説
と
、
成
分
表
示
の
欺ぎ

瞞ま
ん

を
指
摘
し
た
。

　
加
熱
式
タ
バ
コ
は
、
紙
巻
き
タ
バ
コ
と

ほ
ぼ
同
じ
濃
度
の
ニ
コ
チ
ン
を
含
ん
で
い

る
こ
と
、
解
剖
学
的
死
腔
か
ら
呼
出
さ
れ

る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
よ
る
二
次
暴
露
を
動
画

で
供
覧
。
受
動
喫
煙
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
り
、
屋
内
・
屋
外
を
問
わ
ず
喫
煙
で
き

な
い
場
所
で
の
使
用
は
禁
止
す
べ
き
で
あ

る
。
実
際
に
ど
こ
の
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
、
警
告
表
示
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
紙
巻
き
タ
バ
コ
の
警
告
表
示

も
対
応
を
期
待
す
る
が
、
国
民
運
動
と
し

て
気
運
を
高
め
て
行
く
ほ
う
が
有
効
と
考

え
て
い
る
。

城
内
み
の
る
自
民
党
衆
議
院 

議
員
の
挨
拶

　
永
ら
く
滞
在
し
て
い
た
ド
イ
ツ
で
は
、

屋
内
は
例
外
な
く
禁
煙
だ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
対
策
の
遅
れ
た
日
本
で
は
、
国

会
内
も
喫
煙
席
と
非
喫
煙
席
が
あ
る
が
、

何
の
意
味
も
な
い
こ
と
は
明
白
だ
。
受

動
喫
煙
に
対
す
る
意
識
が
、
ま
だ
ま
だ

足
り
な
い
こ
と
は
致
命
的
だ
。
尾
﨑
会

長
の
言
葉
通
り
、
受
動
喫
煙
で
の
犠
牲

者
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
の
３
～
４
倍

い
る
と
の
こ
と
。

　
厚
生
労
働
省
案
で
は
、
飲
食
店
で
の
規

制
対
象
が
１
５
０
㎡
で
は
、
何
が
し
た
い

の
か
意
味
不
明
。
最
近
はThird　

hand　

sm
oke

（
三
次
喫
煙
）
と
い
う

概
念
も
あ
り
、
日
本
も
世
界
基
準
に
合
わ

せ
な
い
と
先
進
国
と
は
言
え
な
い
。
健
康

寿
命
の
延
伸
に
は
、
や
は
り
罰
則
規
定
を

課
し
た
法
整
備
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
が

結
果
的
に
、
社
会
保
障
費
の
削
減
に
も
有

効
と
考
え
る
。

東
京
都
保
健
福
祉
局
・
技
監 

笹
井
敬
子
先
生
の
話

　
都
庁
公
衆
衛
生
部
門
ト
ッ
プ
の
笹
井
先

生
は
、
本
年
２
月
に
都
議
会
上
程
前
の
条

例
案
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
話
せ
る
こ
と

は
限
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
確

か
に
、
神
奈
川
県
や
兵
庫
県
受
動
喫
煙
防

止
条
例
の
際
に
も
、
担
当
官
僚
を
お
招
き

し
た
が
、
何
れ
も
施
行
後
だ
っ
た
の
で
、

毅
然
と
答
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
３
年
を
切
っ
て
い

る
の
で
、「
東
京
都
の
受
動
喫
煙
防
止
条

例
の
考
え
方
」
だ
け
で
も
よ
い
の
で
、
そ

の
こ
と
を
お
伝
え
い
た
だ
け
な
い
か
と
電

話
し
た
と
こ
ろ
快
諾
。

　
昨
年
10
月
13
日
に
議
員
提
案
と
し
て
、

「
東
京
都
子
ど
も
を
受
動
喫
煙
か
ら
守
る

条
例
」
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
、
本

年
２
月
に
は
「
東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条

例
」
が
議
会
に
提
出
さ
れ
る
予
定
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
飲
食
店
や
職
場
で
の
受

動
喫
煙
防
止
の
取
り
組
み
に
、
69
・
１
％

が
賛
成
と
の
意
見
は
時
代
を
反
映
す
る
も

の
だ
。

　
中
で
も
飲
食
店
規
制
対
象
が
（
東
京
都

案
：
30
㎡
）
と
（
厚
生
労
働
省
案
：

１
５
０
㎡
）
で
の
攻
防
は
恥
ず
か
し
く
、

少
な
く
と
も
実
効
性
が
あ
る
の
は
30
㎡
で

あ
り
、何
と
か
死
守
し
た
い
と
コ
メ
ン
ト
。

東
京
都
医
師
会
タ
バ
コ
対
策
委
員
長 

村
松
弘
康
先
生
の
訴
え

　
タ
バ
コ
問
題
に
は
、
様
々
な
誤
解
が
存

在
し
て
い
る
。「
好
き
、
嫌
い
」「
受
動
喫

煙
も
そ
れ
ほ
ど
害
が
な
く
、
分
煙
に
す
れ

ば
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｗ
Ｈ

講演者の笹井敬子先生、村松弘康先生

大和浩教授（左）が電子タバコの欺瞞性を明かす
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り
な
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ま
た
、

も
の
申
せ
な
い
彼
ら
に
、「
政
治
家
も
受

動
喫
煙
か
ら
守
る
会
」
の
発
足
も
必
要
で

は
な
い
か
と
の
声
も
あ
っ
た
。

　
受
動
喫
煙
で
、
年
間
１
万
５
０
０
０
人

が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
年
間
に

ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
３
０
０
機
が
墜
落
し

て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。こ
の「
他

者
危
害
に
よ
っ
て
殺あ
や
め
ら
れ
る
事
実
」
に

対
し
、
対
策
を
講
じ
ず
、
た
だ
た
だ
眺
め

て
い
る
だ
け
で
は
一
切
の
弁
明
の
余
地
は

な
い
。
こ
れ
こ
そ
不
作
為
の
罪
と
い
え
よ

う
。
連
日
41
名
ほ
ど
他
人
の
タ
バ
コ
で
亡

く
な
っ
て
い
る
国
家
な
ど
、
何
処
に
も
な

い
だ
ろ
う
。

　
今
の
国
会
議
員
は
、
国
会
議
事
堂
の
硬

い
壁
の
中
で
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
国
民

に
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
姿
を
海

外
メ
デ
ィ
ア
は
冷
静
に
眺
め
て
い
る
。
ロ

シ
ア
の
選
手
団
を
出
場
停
止
に
し
た
、
Ｉ

Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
の

バ
ッ
ハ
会
長
の
前
で
、「
日
本
は
分
煙
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
」
な
ど
と

断
言
で
き
る
度
胸
は
あ
る
だ
ろ
う
か
？

　
現
段
階
で
は
、
国
会
議
員
の
行
動
変
容

は
不
可
能
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
起
死

回
生
案
と
し
て
、
す
な
わ
ち
我
が
国
の
中

央
・
中
枢
の
東
京
都
が
中
心
と
な
り
、
そ

れ
以
外
の
広
域
自
治
体
が
、
永
田
町
・
霞

が
関
に
向
か
っ
て
情
報
発
信
す
る
べ
き
だ

ろ
う
。

　
か
つ
て
神
奈
川
県
の
公
共
的
受
動
喫
煙

防
止
条
例
の
際
は
、
隣
県
静
岡
か
ら
応
援

し
た
が
、
今
回
は
、
健
康
寿
命
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
政
令
市
浜
松
か
ら
全
国
の
広
域
自

治
体
・
医
師
会
関
係
者
に
「
東
京
都
医
師

会
喫
煙
対
策
の
本
気
度
」
を
伝
え
ね
ば
な

ら
な
い
。

謝
辞
：
今
回
は
突
然
の
申
し
出
に
も
関
わ

ら
ず
、
静
岡
県
・
浜
松
市
・
静
岡
県
医
師

会
・
政
令
市
浜
松
医
師
会
・
磐
周
医
師
会
・

浜
松
市
浜
北
医
師
会
・
浜
名
医
師
会
・
引

佐
郡
医
師
会
・
浜
松
市
歯
科
医
師
会
・
浜

松
市
薬
剤
師
会
・
浜
松
商
工
会
議
所
・
静

岡
新
聞
／
Ｓ
Ｂ
Ｓ
放
送
局
・
中
日
新
聞
東

海
本
社
に
快
く
後
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
の
他
に
も
、
ポ
ス
タ

ー
掲
示
を
快
諾
さ
れ
た
医
療
機
関
、
浜
松

の
製
薬
企
業
営
業
所
、
医
療
機
器
会
社
な

ど
、
地
元
の
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の

お
蔭
で
、
有
意
義
な
講
演
会
が
開
催
で
き

た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
喫
煙
対
策
は
、
I
O
C

と
W
H
O
の
国
際
公
約
で
も
あ
る
の
だ
か

ら
、
競
技
開
催
自
治
体
の
奮
起
を
期
待
し

た
い
。

と
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
欺
瞞
商
品
に
は
、
真
実
を

見
極
め
正
し
い
対
処
法
を
取
ら
な
い
と
い

け
な
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
４
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
聴
衆
の
間
で

自
由
闊か
っ
た
つ達

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

①
飲
食
店
規
制
面
積

②
加
熱
式
タ
バ
コ
を
容
認
す
る
か
ど
う
か

③
禁
煙
へ
の
誘
導
方
法

④
タ
バ
コ
会
社
の
思
惑

⑤
屋
外
児
童
公
園
の
規
制

⑥
条
例
制
定
見
直
し
期
間
の
設
定

⑦
市
議
会
議
員
か
ら
受
動
喫
煙
防
止
に
関

す
る
見
解

⑧
ホ
テ
ル
業
で
は
従
業
員
か
ら
の
不
平
等

か
ら
禁
煙
化
な
ど
も
考
え
る
べ
き
な
ど
と

の
提
言
で
あ
る
。

　
最
後
に
尾
﨑
会
長
が
「
東
京
都
が
先
行

し
て
受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
す
る

が
、
次
は
千
葉
県
が
準
備
し
て
い
る
。
神

奈
川
県
は
す
で
に
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
の
広
域
自
治
体
（
北

海
道
・
宮
城
・
千
葉
・
埼
玉
・
神
奈
川
・

静
岡
）
が
ま
ず
追
従
し
て
、
受
動
喫
煙
防

止
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
大
切
と
コ
メ

ン
ト
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
地
の
伊
豆
の
国
市
政
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
地
の
袋
井
市
政
も
あ
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
危
機
感
を
持
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。
前
記
６
道
県
の
中
で
、
既
に

宮
城
県
、
千
葉
県
に
は
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
る
。
北
海
道
・
埼
玉
県
・
静
岡
県

は
、
世
界
水
準
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
の
で
、
危
機

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
静
岡
県
内
の
基

礎
自
治
体
に
案
内
状
を
送
付
し
た
が
、
東

部
・
伊
豆
・
中
部
の
郡
市
医
師
会
に
は
送

付
し
て
い
な
い
。
反
省
点
と
し
て
、
郡
市

医
師
会
全
て
に
案
内
状
を
送
り
、
医
師
会

か
ら
地
元
行
政
へ
の
参
加
を
促
せ
ば
効
率

的
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い

終
わ
り
に

　
喫
煙
率
の
高
い
国
会
議
員
で
は
、
実
効

性
の
あ
る
法
律
を
作
る
こ
と
は
で
き
そ
う

も
な
い
。
い
ま
だ
に
国
策
と
し
て
、
有
害

性
の
あ
る
商
品
を
販
売
し
て
い
る
が
、
日

清
・
日
露
戦
争
（
１
２
０
年
前
）
の
国
家

財
政
の
大
幅
赤
字
を
、
好
転
さ
せ
る
シ
ス

テ
ム
が
継
続
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
党
利
党
略
・
党
議
拘
束
で
雁

字
搦
め
に
さ
せ
ら
れ
て
い
る
国
民
の
代
表

の
「
決
意
・
覚
悟
・
信
念
・
矜き
ょ
う
じ持

」
が
足

加
治
正
行
先
生
（
右
）
の
司
会
で
行
な

わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
京
都

だ
け
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場

と
な
る
広
域
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
に
、
受

動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
が
大
切
で
あ

る
と
、
北
海
道
、
宮
城
、
千
葉
、
埼
玉
、

静
岡
の
道
県
へ
の
期
待
を
込
め
て
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。 


